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  第 1 章では、環境保護の緊急性が検討されたため、対応する問題を解決するために、自動車産業での軽量化を目
的とした高強度鋼の適用が提案された。さらに、放電焼結技術を選択する理由及び Feと TiB2を粉末とした、Fe-TiB2
複合材料がホットスタンプ材料用の他の材料よりも優れていることを説明した。   
  第2章では、この章のTiB2強化Fe系複合材料の製造に粉末冶金法が選択された。均一に分布するTiB2強化Fe系
複合材料を得るために、遊星ボ ルーミル機を用いてマルチモー ダルボー ルサイズ分布、回転速度、湿式/乾式混合など
の混合パラメ ターー を調査した。混合後の粉末混合物の形態、[LND-2D]、およびビッカー ス硬度のエラー バ をー用い
て、混合パラメー ター を評価した。 No. 6は、実験グルー プの中で最適化されたものとして決定された。   
  放電焼結によるFe-TiB2複合材の最適な焼結パラメー ター を得るために、この章ではさまざまな焼結温度と保持時
間について調査した。温度と保持時間の増加により、相対密度、硬度は改善されたが、粒子間の反応が加速された、
そこで、焼結体に望ましくないFe2BとTiCが生成された。それに加えて、この章では、焼結体の熱伝導率、ビッカー
ス硬度、FeとTiB2の反応メカニズムについても調査した。   
TiB2は純Feでは化学的に安定ではないため、第3章で得られたようにFe2BおよびTiCが形成された。したがって、
TiB2の分解を防ぐため、Fe-xTi（x = 5、10）合金の新しいマトリックスとして設計した。 Fe2Bを含まないTiB2強化Fe
系複合材料の製造に及ぼすFeへのTi添加の影響は4章で調査した。焼結体にFe2B相は確認されなかった、TiB2が分
解を防ぐことがわかった。さらに、熱伝導率、硬度および圧縮試験は第4章で実施された。 
第5章：上記の調査の結果は第5章に要約されている。 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるものと認められる。 
備考：審査の要旨は，1,500字以内とする。 
